
夏富士の�
　活動報告�

メンバーズ�
特別篇�

平成8年の台風により大きな風倒被害を受けた

森林を自然林に復元する「富士山3776自然

林復元大作戦」によって植樹した場所の下刈り

を7月16日から8月21日のうちの6日間、富士

宮市粟倉の国有林など6.5ヘクタールで行い

ました。呼びかけに応え参加したボランティア

の数は総勢213名。植樹された苗木たちの生

育を守るため、暑さの中、汗を流しながら下刈

り作業を行いました。�

真夏の大作業 下刈り�
総勢213人がボランティア参加�
富士山3776自然林復元�
下刈り作戦〈静岡県〉�

柿田川みどりのトラスト、三島自然を守る会等、県東部地区の自然保護

団体で組織される「柿田川・東富士の地下水を守る連絡協議会」が、7月

30日、富士山の下刈りを行いました。�

豊かな地下水を呼び戻そうと�
富士山の下刈り�
〈柿田川みどりのトラスト・三島自然を守る会他〉�

富士山の森再生活動�
自然林再生への活動〈富士山自然の森づくり〉�

恒例の富士山一斉清掃を

今年も8月20日、実施し

ました。2880人が2時

間かけて集めたゴミの量

は1510キロ。前年に比

べて減少したものの、草

むらや岩影といった人目

につきにくい場所に、ゴミ

が捨てられているケース

が目立ちました。�

この夏、富士山須走口新5合目で、企業の協力を得て富士山にふさわしいトイレの実証

実験を実施しました。便槽へのゴミ投入れや週末における集中利用により微生物が働

きにくくなることなどが問題として挙げら

れました。また、1人100円程度の協力金

をお願いしましたが投入金額はその1/4

にも満たなかったため、今後も利用者負

担への理解を求めていく必要があります。

2880人が1510キロを収集�
富士山一斉清掃�
〈富士山をいつまでも美しくする会〉�

平均チップ額24.4円�
富士山チップ制トイレ�
■平成12年度富士山トイレ利用状況�

■一斉清掃実績�

※11年度は雨のため中止�

平成12年度�

平成10年度�

149団体�

148団体�

参加団体�

2880人�

2927人�

参加人数�

630kg

820kg

可燃物�

880kg

845kg

不燃物�

処理・形式�トイレ基数�稼動日数�
（A）�

45日�8，042人�

利用者数�
（B）�

チップ総額�
（E）�

1人当�
チップ額�

（F）=（E）/（B）�

大1・小1�
（一室）�

大1

大1

7基（男子�
トイレ大1、小3、�
女子トイレ3）�

2基�
（男子トイレ1、�
女子トイレ1）�

6基（男子トイレ�
大1、小2、女子トイレ�
2、親子トイレ1）�

芙蓉プロポーション�
株式会社�

ワールドIN遠州�
株式会社�

株式会社�
環境保全研究所�

富士宮�
公衆トイレ�

小山町�
公衆トイレ�

富士山クラブ�

バイオ・�
コンポスト式�
（オガクズ）�

浄化循環式�
（バブルジェット�
水処理）�

バイオ・�
コンポスト式�
（スギチップ）�

浄化循環式�
（水洗）�

バイオ・コン�
ポスト式（スギ�
チップ・水洗）�

浄化循環式�
（水洗）�

45日�4，879人�

41日�3，057人�

54日�42，678人�

55日�35，999人�

58日�
4，934人�
男性3，207人�
女性1，727人�

85人/日（2基）�
男性55人/日�
女性30人/日�

1日当利用者数�
（1基当たり）�
（C）=（B）/（A）/基数�

1日最大利用者数�
（1基当たり）�

（D）�

655人/日�

（1基当：110人/日）�

（1基当：113人/日）�

790人/日�

75人/日�

（453人/基）�

3，170人�

（293人/基）�

1，755人�

男性142人�
女性87人�

108人/日�

179人/日�

262人�

243人�

340人� 338，287円�

94，423円�

70，190円�

1，133，411円�

698，646円�

97，657円�

42.1円�

19.4円�

23.0円�

26.6円�

19.4円�

19.8円�

植栽（4/23.5/21.6/17.6/25）、伐採（5/7）、下刈り（7/23.7/30.�

8/27.9/24）の山作業や、小・中・高校（4/26.5/25.6/29.7/6.7/13）、�

国際植生学会（8/3）、グリーンカレッジ（8/5・6）、宇都宮大学（9/28）の�

講師、自然資源保全協会の「森づくり体験」○（伐採・下刈り・講義.8/28・�

29）の企画・運営・指導.及び動物調査、自然観察など自主自律の活動を�

続けています。また4月より富士山募金の森造成活動（平成12年～21年・�

33.7ha、地拵え・植栽・下刈り・補正）にも取組んでいます。�

※下刈り…自生種を刈りとらないよう注意しながら坪刈りをすることにより光をあて  
　成長をうながす。周りの小灌木、カヤ、つるものは除去する。�
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